
オンライン学習システムの全国展開、先端技術・教育データの利活用推進事業
学習指導要領コードの利活用に関する調査研究事業

実証テスト説明会

１月２６日 ２７日



次第

１ 本事業について 5分 ICT CONNECT 21 中村

２ 本実証テストについて 5分 システムスクエア 黒瀬

３ 操作デモンストレーション 10分 システムスクエア 西尾

４ 質疑応答 10分
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１．本事業について
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※教育データ利活用ロードマップより(2022.01.07)
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※教育データ利活用ロードマップより(2022.01.07)
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（例：STEAM Library）

（事例イメージ）教科等横断的な学びと教科学習とを往還する学びの実現

実社会の課題などをテーマに教科等横断的な学びを進める中で、教科書・教材等の関係部分に学習者が容易
にアクセスできることなどを通じて、学習者が、実社会の課題を入口として、各教科の学びとの関係性をより実感
しながら学ぶことが可能になるのではないか。

現状 STEAMなどの教科等横断的な学習と各教科での学びとの結び付きが、学習者にとって見えづらい場合がある。

教科書・教材

理科

エネルギーと物
質

学習指導要領コード
8361233711100000

社会
資源・エネルギー

と産業
学習指導要領コード
83212A332530000
0

データの活用
学習指導要領コード
8350213412100000

数学

理科

社会

数学

炭素の性質 度数分布と
ヒストグラム

日本の資源と産業

第１節 ： 生活と社会に関わるエネルギー
第３節 ： 発電・蓄電・送電の基本原理とエネルギーミックス
第11節 ： エネルギー問題を数学的視点で考える

内容
授業で習うことって、こうやって実社会
の課題とつながっているんだ！

STEAM教材 学習指導要領コードで紐付け

学習指導要領コードの活用

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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学習指導要領コードを介して
容易にアクセスでき、カリキュラム

マネジメントの一助に

（事例イメージ）学習指導要領解説等の簡便な確認

教
材

指導案

教材・指導案等の共有サイト等 学習指導要領解説等

織田信長

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

学習指導要領コード
該当部分

（解
説）

CSコード
822003010XXXXXXX

教材や指導案等の共有サイト等において、個別のコンテンツに学習指導要領コードが付与され、対応する指導
要領解説や評価規準等に容易にアクセスできる環境ができることで、教員がカリキュラムマネジメントの一環として
指導案等を検討するにあたり、学習指導要領解説や評価規準等に簡便に立ち返りつつ、改めて指導の趣旨や
目的、評価等について推敲する一助となるのではないか。

現在、学習指導要領解説や評価規準は文科省ウェブページ等で公開されているものの、教員が指導計画
等を検討する際に、指導計画等と照らし合わせながら確認するには手間がかかる。

現状

学習指導要領コードの活用

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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（事例イメージ）学習履歴の可視化

学習者

①回答

学習者

①回答

③フィードバック

MEXCBT

自治体学力調査

③フィードバック

②クロスプラットフォーム（※）で分析

学習ｅポータル等

異なるコンテンツ同士の学習履歴等をもとに、
学習者の学習状況や理解度を、総合的に可視化・分析

問題

CSコード
822003010XXXXXXX

問題

CSコード
822003010XXXXXXX

〇〇県
学力調査

学習指導要領コードの活用

例えば、MEXCBTと自治体学力調査など、異なる教材やテストの結果等について、学習指導要領コードで紐づけ
ることによって、総合的に分析することが可能となり、教員が児童生徒一人ひとりについて、よりきめ細かい理解を
得ることに資するのではないか。

現状 学校で使用される教材等はそれぞれ独立しているため、教材等をまたいで学習状況等を把握することは困難。

そのままでは学習履
歴や回答結果の連携
は困難。

※（例）MEXCBTと自治体学力調査の結果
同士

学
習
指
導
要
領
コ
ー
ド
で
紐
づ
け

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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（事例イメージ）デジタル教科書等による関連コンテンツの参照

学習指導要領コードの活用

現状

コンテンツホルダーが、自社コンテンツに学習指導要領コードを付与した上で、学習指導要領コードと対応するコン
テンツのURL等をAPIで公開することで、デジタル教科書等から単元に関連するコンテンツを提示することが可能
になるのではないか。

各事業者が提供する学習コンテンツが、教科書や教材のどの単元に相当するのかが分かりづらい

織田信長

デジタル教科書等

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

〇△
ドリル

学習
者

url: https://www.xxxxxx

url: https://www.xxxxxx

url: https://www.xxxxxx

url: https://www.xxxxxx

教員

指
導
要
領
コ
ー
ド
を

介
し
て
呼
出
し

AP
I

AP
I

AP
I

AP
I

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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（事例イメージ）全国の学校における年間指導計画等の集約・オープンデータ化

教員

投稿

参照

参照

投稿

参照

指導案Ａ

指導案Ａ’

指導案Ｂ

指導案Ｃ

改変
指導案A → 

A’
教員

教員

共有・オープンデータ化

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

学習指導要領コードの活用

学校・教員が、学習指導要領コードを付与された年間指導計画や指導案等を共有・検索可能とすることで、
他の学校での実践等を参考にすることなどによるカリキュラム・マネジメントの改善に寄与することができるので
はないか。

現状 各学校においては、教員がそれぞれに各教科の指導計画や指導案を作成している。

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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※教育データ利活用ロードマップより(2022.01.07)
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文部科学省受託事業
「令和３年度オンライン学習システムの全国展開、先端技術・教育データの利活用推進事業（学習指
導要領コードの利活用に関する調査研究事業）」

期間 ：2021.10.13～2022.3.31

事業内容：① コンテンツ等への「学習指導要領コード」の付与支援を行うシステム「コード付与
支援システム」の設計、構築及び運用

② 前項の利用に関する実証
③「デジタルコンテンツ連携支援サイト」の構築
④ その他

成果物 ：① データ付与支援システム、登録データベース、検索支援サイト（データ等を含む） 一式
② データ付与支援システム、登録データベース、検索支援サイトに関する作業計画書・
基本設計書・詳細設計書・調査結果報告書 一式

③ 成果報告書

「学習指導要領コードの利活用に関する調査研究事業」について
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学習指導要領コードによる教育支援システムについて

学習指導要領コードの利便性を高め、デジタル教科書・教材等の連携やデータベース化を進めるため、
１）教育コンテンツの登録や検索支援を行うサイトと２）コード付与支援を行うシステムの開発・実証を行う。

１）デジタル教材連携サイトの構築

A社デジタル教科書

B社 デジタル教材

C社 デジタル問題集

博物館
デジタルアーカイブ

学習指導要領コード8220265232000000

２）コンテンツへのコード付与支援ソフトウェアの開発

現状、学習指導要領コードは、専門的知見を有する教材事業者等
が利活用を推進しているが、より広範に利活用できる仕組みが必
要

学校・教育委員会等が自作の問題等に簡単にコード付与できるよ
うにするため、例えばワンクリックで簡便に教材等の該当部分
（例：織田信長が関係する問題１問ずつ）に学習指導要領コード
を付与できるソフトウェアを開発する。

現状、文科省や教育委員会等で多くのデジタル教材を作成しているが、データベー
ス化や民間の教材等との連携を図るための連携サイトが必要

児童生徒の様々なデジタル教材を活用した学習や、教員の授業計画等を容易にする
ため、デジタル教材の単元・内容・該当部分ごとに学習指導要領コード等の様々な
メタ情報を登録してデータベース化し（登録支援）、検索可能にする（検索支援）
連携サイトを構築する。

小学校 社会
ウ アの（ア）から（コ）までについては、例えば、次に掲げ
る人物を取り上げ、人物の働きを通して学習できるよう指導す
ること。～略～ 織田信長…8220265232000000

高等学校 家庭基礎
ア 消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費生活の
現状と課題、消費行動における意思決定や契約の重要性、消費
者保護の仕組みについて理解するとともに、生活情報を適切に
収集・整理できること84F1503321000000

③織田信長
関連教材が
一覧表示

③消費者教育の
クーリング・オフに
関係する部分が
一覧表示

①コード付与支援
によりコンテンツ

を登録
①コード付与支援
によりコンテンツ

を登録

デジタル教材連携サイト

②ポチっと
クリック

教材等の該当部分にそれぞれ簡単に
ワンクリックでコード付与

織田信長
クーリング・オフ

民間事業者の
デジタル教材

高校生向け
消費者教育教材

Ｐ５
研修動画
スライド13

指導案例

84F150332100000084F1503321000000 84F150332100000084F1503321000000

契約について
理解しよう
（クーリング
・オフ）

8220265232000000
8220265232000000

8220265232000000 8220265232000000
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※本ページは画面イメージであり、
　実証で使用するソフトウエアとは一部機能が異なります



© 2021 ICT CONNECT 21

好循環を通じた価値の最大化

活用 付与

相互に連携・活用可能
な

データ量の増加
MEXCBT
問題

学習指導要領コード
付与支援システム
（試行開発）

オープンデータAPI
（試行開発）

付与の負担軽減活用の促進

連携支援サイト
（試行開発）

活用イメージ
の具体化

デジタル
教科書

民間デジタル
教材 指導案

（サービス開発等）

学習指導要領コードを通じた価値の創出イメージ

学習指導要領コード及
び

関連するオープンデータの
改善・充実



２ 実証テストについて
システムスクエア 黒瀬



お願いしたいこと
1. 試作した「学習指導要領コード付与支援システム」「デジタルコンテンツ検索

支援サイト」を試用していただき、フィードバック（改善提案）をお願いします。
2. 学習指導要領コードを用いた教育コンテンツのエコシステム将来像につい

ての、ご意見をお願いします。

参加していただくメリット
1. 御社が保有するコンテンツへの、学習指導要領コードの付与を無料にて体

験していただけます。
2. 頂いたご意見は当会にて取りまとめの上、文部科学省に報告し、将来の教

育行政に役立てられることとなります



実証テストの概要

コード付与支援シ
ステムで、学習指
導要領コードを、
教育コンテンツに

付与する

連携サイトで、コン
テンツが、検索で
ヒットすることを

確認する

アンケート項目を
記入する

1. 学習指導要領コード付与支援システムを用いて、御社のコンテンツ（教科書、
ドリル、動画、写真、音声ファイル、webページ等を想定）に学習指導要領
コード、URL及び付帯情報を付与して、サーバ上にコンテンツ情報を登録し
ていただきます。

2. デジタルコンテンツ検索支援サイトを用いて検索し、サーバ上に登録したコ
ンテンツがヒットすることを確認していただきます。

3. 登録に要した時間、使い勝手や学習指導要領コードについての考え方、具
体的な活用事例のアイデアなど、アンケートにご協力をお願いします。



システムの概要

②①

CSコード
822003010XXXXXXX

教育コンテンツURI
［ URL + URN（メタ情報（タ
イトル等）） ］

教育コンテンツに学習指導要領コード、
URIを付与して、CSVを作成し、DBに登
録する

利用者は、利用したいコンテン
ツのメタデータとURIを、教
育コンテンツデータAPIで簡
単に検索することができる。

CSコード
822003010XXXXXXX

データ
ベース

学習指導要領コード
付与支援システム

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
検
索
支
援
サ
イ
ト

DBに教育コンテン
ツのCSコード、URI
の付加情報が蓄積さ
れる。

登録 検索



スケジュール
19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

件名 ★公募 ★実証テスト開始

1.資料配布

2.参加の受付

3.説明会の開催

4. コード付与支援ツール
配布

5.事前情報のご提出

6.実証テスト

7.アンケートのご提出

2022年3月2022年1月 2022年2月

1. 資料配布 実施要領、参加申し込み用紙、アンケートをお送りします。
2. 参加の受付 参加受付を、専用サイトにて受け付けます。
3. 説明会の開催 本事業と操作方法についての説明会を開催します。
4. コード付与支援ツールの配布 参加申し込みをされた事業者様に、コード付与支援ツールを配布しま

す。
5. 事前情報のご提出 IPアドレス等、システムを利用していただくための事前情報をご提出いただきま

す。
6. 実証テスト ツールを利用して、デジタルコンテンツへの学習指導要領コード付与を実施していただき

ます。
7. アンケートのご提出 アンケートにお答えいただき、メールにてご返信をしていただきます。



ご提出をお願いするもの
参加申込書

コ
ン
テ
ン
ツ

付
帯
情
報

コンテンツデータ
（エクセル）

URLデータ
（エクセル）

サ
ム
ネ
イ
ル
デ
ー
タ

IP

ア
ド
レ
ス

ご提出先はすべて csc@ictconnect21.jp

学習指導要領コード
付与支援システム

デジタルコンテンツ
検索支援サイト

アンケート

操作ログファイル

1/28まで

2/9まで

3/2まで

データはサーバに登録さ
れるため、提出不要

mailto:csc@ictconnect21.jp
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